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「函館学」
前期：函館の歴史を探る

第5回

「函館のロマンチシズム

ー近代文学の系譜から」

講師　函館大学

講　師　　安　東　埠　二

開催日時：平成18年9月30日（土）午後2時～3時30分

開催場所：函館大学



函舘のロマンチシズム
ー　近代文学の系譜　一

函館大学

講師　安東　嘩二

はじめに　－〈北海道の中の函館〉　と　く日本の中の函館〉

・亀井勝一郎「札幌のピューリタニズム、小樽のリアリズム、そして函館の

ロマンチシズム」（私の文学経歴）。

・和田謹書「北海道の文学の四分類」（風土の中の文学）と北海道文学全集（23

巻）の刊行、昭54～56。

・山田昭夫「悲劇的精神系譜こそ北海道文学の正統」（有島、小林、島木、本庄、

久保、efd。

北海道の内地、松前国函館VS奥地札幌という対立的視点に欠けているもの。

或いはその視野から欠落してゆく函館出身の一連の作家たち（長谷川海太郎、

久生十蘭、水谷準、長谷川四郎、efd。

・昭和三十年代北海道文学論争の意味。

・沿岸型と内陸型

○函館のロマンチシズムと文学

1、啄木以前　一栗本鋤雲と島崎藤村の箱館～函館

・栗本鋤雲（幕末の行政官、明治一級のジャーナリスト、安政～文久年間箱館奉行な

ど、10年間箱館開拓）。その業績と回顧録、「箱館叢記」「七重村薬園起源」

「養蚕起源」等（明治文学全集）。

開明的な函館の人づくり、町づくりの基礎をつくる。

・島崎藤村　一栗本鋤雲に傾倒。「夜明け前」の喜多村瑞見、構想にも影響。

函館の網問屋秦慶治の三女冬子と結婚（明32）。「破戒」出版費用のため

に来函（明37）。「津軽海峡」「突貫」「トラピスト」。冬子の育った明治期

のハイカラ都市函館と秦家の開明性（森本貞子「冬の家」）。自主独立の家

風、女学雑誌と明治女学校、札幌の小平小雪、藤村「家」の作品構造の

基底となる。藤村文学の本質と函館の相関性。

2、啄木と函館

なぜ啄木、なぜ函館なのか（亀井勝一郎や伊藤整の問い）。

・啄木の函館と北海道　一啄木を招いた函館の首葎社と「紅首葎」。

来函時（明40，5～8）、函館の人口動態。人口八万八千余人（本籍人口七万六

千余、出寄留人口約二カニ千、人寄留人口三万四千余）本籍人口七万六千。一

時寄留人口五万七千、流離定住と流離の人、定住者と寄留者の入りまじ



る海峡の港町。

・啄木「小樽のかたみ」の函館批判一函館は殆ど内地的。札幌こそ北海道。

小樽は最も自由な新開地。「函館で死にたい」ということばの真意。

・函館の海への思慕

「海が恋しい－これは予の振薄弱である。」（汗に濡れつつ）、「海といふ

と一函館の大森浜が浮ぶ」「真の恋人」（明41，6）。「啄木は林中の鳥なり

－予はもと一個のコスモポリタンの徒、乃ち風に乗じて天涯に至らんと

す」（明41，3）。脱日本的に開明化された海峡の町は、まさに「コスモポ

リタンの徒」にふさわしかった。啄木のロマンチシズムと函館の歴史的

風土がもたらすロマンチシズムの相関。

3、啄木の系譜と函館のモダニズムー啄木の浪漫的憧懐を実践した作家たち

元町育ちの同窓（弥生小学校～函館中学）

・長谷川ビリー梅太郎（明39、弥生小）。アメリカ放浪と日本回帰。

「めりけんじやっぷ物」（谷譲次）、「丹下左膳」（林不忘）、「この太陽」（牧

逸馬）、「世界怪奇実話」（〝）、「釘抜藤吉捕物帳」（林不忘）、「踊る地

平線」（谷譲次）、いずれも文体を変える。一人三人全集、一世を風靡。

ハイカラ性、ダンディズム、日本回帰。

・久生十蘭（阿部正雄。明41、弥生）。フランスに遊学、パリ物理学校、技芸学

校。演劇をシャルル・デュランに学ぶ。

「湖畔」「ハムレット」「鈴木主水」（直木賞）、「無月抄」「玉取物語」「春

雪」「魔都」「十字街」「母子像」（国際短篇コンクール一席）、「地底獣国」（阿

部正雄）、「顎十郎捕物帳」（六戸部力）、「平賀源内捕物帳」（谷川早）。

冒険小説、SFコメディ、推理小説、捕物帳、現代小説、時代小説、

ジャンル横断、変幻自在の語り。

・水谷　準　久生と同期。早大仏文。「お・それ・みお」「胡桃園の蒼白き

番人」「空で唄う男の話」「殺人狂想曲」「或る決闘」。幻想ミステリ、心

理、ユーモアミステリに特色。「新青年」編集長として多くの作家発掘。

昭和のモダニズム文学を支える。

・長谷川ジミー沸二郎とスタンリー潜（海太郎の二弟・三弟）前者は画家、推

理′ト説家。後者は満州文学界で活躍。「デルスウザーラ」（アルセエニフ）

訳。

・長谷川アーサー四郎（梅太郎四弟）シベリア抑留生活。唯一の純文学？作風。

「シベリヤ物語」「鶴」など、大陸的なスケールの自由な作風で現代文学

の評価は高い。詩人。

×
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亀井勝一郎（明45、弥生）の精神遍歴

函館一山形一東京　青春時の左翼活動から日本浪漫派へ。さらにゲーテ

から日本の古典。大和古寺巡礼の旅を経て親鸞に至る美と求道の精神遍歴。

大著「日本人の精神史研究」に挑んだ生涯も浪漫的な魂の旅を思わせる。

・これら多様な才能や資質の自由な発想に共通するのは、海を越えてゆく越

境性、放浪漂泊の夢、自由への欲求。その一方でその浪漫的な魂の帰属を

求める日本への回帰意識。

それは白から開拓の大地に挑む定住者の北海道文学的リアリズムと一線を

画している。

彼等のモダニズム、ロマンチシズムは大正期函館の脱日本的な街並みや独

自の歴史的風土から映発されている。

4、近代から現代へ（Ⅰ）

・函館周辺の作家たち　－今東光、今日出海、岡田三郎、下母澤寛、八

木隆一郎、野田高梧（シナリオ）、寒川光太郎（芥川賞）、石塚喜久三（〝）

ら。

・木村不二男　函館師範。「古語の歌」（中央公論新人賞）、「有島供養」（新潮）、

「防人の唄」（新潮）、「北洋の男」（新潮）、「鈴木三重吉」（中央公論）。

戦後、森町に住み、北海道文学者懇話会会長。

・詩歌の人々　　散文作家たちが殆ど函館を離れて活動したのに対し、函館

に在住して活動したのは詩歌の人たちだった。函館のロマンチシズムを

多様に表現したのもこれらの詩人たちである。

宮崎郁雨（海峡詩杜）、砂山影二（第一次海峡）、海老名札太（北方の詩）、

高橋掬太郎、片平唐人、三吉良太郎、小野達司らの活動。

俳句の斉藤玄や短歌、川柳人、結社の盛んな活動。

ゆかりの詩人として吉田一穂、三木露風、北原白秋、宮澤賢治、野口雨情

らもいる。

5、近代から現代へ（Ⅱ）

・北海道文学論争の意味　北海道には北海道らしい文学をという提言に対

する高階玲治「汎日本的であって悪いか」の反論で火がつき、「北海道新

聞」紙上で本格的な論争。

○現代に至る函館ゆかりの作家の周辺

・佐藤泰志（昭24～平2）。「きみの鳥はうたえる」（芥川賞候補）、「空の青み」

（〝）、「水晶の腕」（〝）、「黄金の服」（〝）、「美しい夏」「オ

ーバーフェンス」（芥J順候補）、「そこのみにて光輝く」（三島賞候補）、「海



炭市叙景」。函館がモデルの地方都市の人と生活をよく描く。しかし、私

小説ではない。函館の地誌的記憶を自在にデフォルメし、豊かな想像力

で描く。

・辻　仁成　一「海峡の光」で芥川賞。今日に至る活発な作家活動は周知。

やはり函館の地誌的記憶を生かした作品もあるがその領域は多彩でフイ

クショナルな倫理性を持つ。ミュージシャンでもある。

・宇江佐真理　一時代小説で世に出る。想像力豊かに人情の機微をとらえ

た作風は再三直木賞の候補に上る。作品の発想の豊かさは久生十蘭らの

時代小説の才能と重なるものを感じさせる。

・今井　泉　一函館文学学校出身で連絡船船長の経験を生かした独自の海

洋ミステリで人気を得る。「漠い海峡」で直木賞候補。サントリーミステ

リ大賞読者賞受賞作もある。

・井上光晴　－ゆかりの作家として函館の風土に魅かれ居を構えてこの地

から発信する文芸誌の発行に情熱を傾けた。文学伝習所の開設もその一

環だった。

・谷村志穂　一出身ではないが函館に住む祖母の縁があり、親しく函館独

自の風土に愛着し、作品の材を求める。近来函館に一戸を構えて活動の

用意。ゆかりの作品に「海猫」「黒髪」（小説すぼる連載）。

近年、函館の地域の文学活動は道内でも最も活況を呈している。函館文学学

校の活動から派生する同人雑誌など過去最高の十八誌を数え、力のある書き

手の活動も目立つ。

「市民文芸」に加え、地方では珍しい「いさり火文学賞」のあることもその

事情を裏書きする。その作家達の特徴もフイクショナルなものが多く、そこ

に風土の伝統的なロマネスクの世界を感じさせる。

6、むすびに

札幌のピューリタニズム、小樽のリアリズムも今は名のみ。北海道の悲劇的

精神の系譜もその影が薄い。函館のロマンチシズムのみは今もという感じだが、

それも昔と同質ではない。連絡船はなく海峡の港町の情緒もない。そこにあっ

た放浪哀美のロマンチシズムのかわりに函館山の夜景や倉庫街の観光地的ロ

マンがある。そこには人の心を本当に奥深くひきつける美がない。歴史的地理

的にも函館が日本の中で類例のないところから開け、発展してきたことをあら

ためて認識するところから函館のロマンチシズムの意味を考えたい。
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宇
費
の
珊
曲
の
瑚
宅
や
、
ま
た
大
船
の

汽
笛
は
、
巨
人
の
百
藁
の
如
く
し
て
、
深
く

ち
我
が
魂
ケ
増
が
せ
り
け
友
と
掘
削
へ
て
大

軍
机
や
行
く
に
、
北
渦
の
磯
の
香
は
強
く
し

て
苗
し
，
砂
字
こ
っ
て
子
釦
に
見
．
心
常
送

入
生
せ
忠
ふ
っ
百
に
見
る
は
劫
初
よ
り
不
断

の
晦
嘩
中
二
の
ぐ
る
大
海
娼
な
り
，

右
川
争
三
言
㌻
千
㌔
薇
）

＠

，
L
l
I
・
」
■
1
ゴ
亡
1
1
も
1
「
、
－
．
ヒ
・
▼
蓄
t
T
T
．
一
t
一
一
T
J
・
I
j
I
T
r
l
・
・
丁
√
曽
．
：
一

砂
州
…
…
錯
描
錯
…
甜
巌
…
錮
錯
…
冥
緑

考
へ
て
触
る
が
、
目
地
に
近
い
だ
け
甚
だ
け
納
ん
ど
内
地
的
で
あ
る
。

加
的
地
の
北
鋸
道
で
H
旭
的
と
云
へ
は
、
混
別
す
ら
定
も
な
く
郁
々

完
出
川
の
漸
く
取
離
克
つ
去
る
串
で
あ
る
。
叩
珊
p
－
冨
二

十
吾
、
千
遠
に
精
霊
癌
で
ろ
渋
川
禁
か
宝
－

㊥
∧
〃
二
十
五
品
の
大
火
は
・
酢
蛸
に
於
け
品
目
偽
の
咄
心
徳
を

残
ら
ず
焼
き
払
っ
た
宍
の
火
で
あ
ろ
。
予
1
1
朗
た
に
迅
て
ら
ろ
べ
き

野
－
の
鋸
朗
の
払
め
に
祝
福
し
て
・
叛
肌
と
弗
に
舶
捗
を
見
捨
て
た
h

◎
札
城
に
入
っ
て
、
予
．
1
1
初
め
て
鍔
の
北
泥
道
題
妹
を
妹
ふ
叫
が
出

火
た
。
＝
空
の
火
原
野
の
ー
川
・
米
比
の
中
の
家
雉
に
・
佃
広
を

椚
杓
に
草
生
毒
・
隼
が
囁
く
・
鳥
が
鈍
る
。
打
点
も
人
間
も
目
地

と
な
く
脛
川
で
帽
然
し
て
、
道
も
ゆ
く
に
も
内
地
の
椰
仝
帆
な
せ
ゝ

こ
空
し
い
歩
握
り
を
し
な
い
。
扶
肌
が
職
か
ら
晩
ま
で
吹
い
て
・
見

ろ
も
の
附
く
も
の
肝
火
い
な
ろ
…
魚
町
の
斑
き
が
あ
る
。
し
め
や
か

な
る
恋
の
沢
山
あ
。
挙
っ
た
呵
狩
人
の
郁
む
べ
き
鞘
と
‖
吋
ふ
て
、

予
は
削
り
た
く
群
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

の
然
し
札
幌
に
せ
が
＝
つ
疋
ち
な
い
も
り
が
あ
る
。
そ
れ
は
外
で
も

い
。
生
命
の
鋭
く
削
り
の
班
ら
し
い
拍
動
で
あ
る
。
二
道
日
に
し

．
ぅ
は
札
鴨
を
吏
つ
た
。
札
幌
を
去
っ
て
小
田
に
米
た
。
小
は
に
淡

て
初
め
て
鍔
に
郁
料
地
的
な
、
川
に
桐
艮
的
椚
神
の
粘
る
1
粥
ら
し

い
活
動
七
見
た
。
椚
ら
し
い
活
動
が
肌
を
超
す
。
そ
の
凪
が
川
ち
白

山
の
乃
先
で
あ
る
。

◎
目
地
の
大
祐
会
の
人
は
・
搭
し
物
で
も
捏
す
ほ
に
恨
七
十
…
つ

か
せ
て
、
せ
せ
こ
！
し
く
少
く
。
地
け
欠
せ
た
補
封
の
人
も
化
垢
い

牒
亮
撃
等
吾
碑
最
叩
錘
や
7
位
）

山
は
勅
か
ざ
れ
ど
も
、
泥
は
常
に
勅
け
り
。
勒
か
ざ
ろ
I
l
眠
り
如

く
・
死
の
如
し
。
し
か
も
軸
は
軸
け
り
、
常
に
勒
け
り
。
こ
れ
不
邸

の
発
根
な
り
。
不
朽
の
円
山
な
り
。

枕
が
魂
の
粥
の
恋
人
は
・
哺
泥
の
九
、
と
、
丑
は
心
に
叫
び
つ
。

す
れ
蒜
穏
叩
、
5
～
J

－

ミ

t

I

t

t

t

乞

1

●

■

1

－

－

－

1

－

－

1

1

t

t

t

四
月
十
二
8

富
は
点
白
。
茅
野
誉
。
聖
の
代
翌
嬢
補
だ
花
が

竿
．
山
肝
吹
い
て
打
撃
た
望
ク
刻
・
小
関
志
し
て
毒
見

宅
に
行
き
、
九
叫
射
タ
ブ
罷
九
に
な
っ
て
描
る
。

比
の
上
で
蒜
蒙
る
。
童
几
㌫
完
の
慧
ら
班
即
諾

晶
、
大
君
品
。
や
が
て
尿
大
壷
吉
分
遣
く
○
安

部
附
の
神
野
太
平
洋
火
草
の
貧
等

（
瑚
巧
射
し

＠

「
◇
海
と
い
ふ
と
予
の
胸
に
は
函
館
の
大
森
浜
が
浮
ぶ
。
（
略
）
◇
一
昨
年
、
と

云
へ
ば
大
火
の
あ
っ
た
年
で
あ
る
。
（
略
）
予
は
函
館
に
み
た
。
そ
の
首
二
十
余

日
の
聞
、
断
れ
断
れ
を
日
記
は
、
予
と
海
と
の
交
情
の
い
か
に
厚
か
っ
た
か
を

事
細
か
に
結
っ
て
ゐ
る
。
情
人
「
海
」
　
と
子
と
の
鋒
曳
は
日
毎
の
様
に
か
の
大

森
浜
の
抄
の
上
で
遂
げ
ら
れ
た
。
◇
そ
の
後
小
博
に
も
ろ
た
。
釧
路
に
も
ゐ
た
。

然
し
小
相
の
海
は
、
瀧
無
成
上
り
の
富
薫
の
細
君
の
棟
に
冷
淡
で
あ
っ
た
㌍
刺

品
の
海
は
唯
寒
く
唯
寂
し
か
っ
た
。
（
略
）
予
は
麦
だ
東
京
湾
も
見
な
い
：
…
・
◇

海
と
云
ふ
と
、
矢
張
第
一
に
思
出
さ
■
れ
る
の
は
大
森
浜
で
あ
る
。
（
略
）
」

＠

そ
れ
は
北
海
道
の
誇
り
で
あ
り
歴
史
で
あ
る
バ
イ
オ
ニ
ヤ
の
開
拓
精
神
が
、

⑳
，
〆
崩
∴
手
折
祓
い
悌
木
与
g
芸
す
．

仔
路
毯
（
夏
先
払
J
〇

・
。
喀
右
は
多
弁
八
三
j
作
中
か
電
・
苑
等
品
主

宰
烹
！
啓
こ
く
碧
で
7
0
8
音
義
鼻
の

暮
昭
、
ぎ
止
め
巧
貞
女
よ
り
宵
．
－

倉
（
余
財
ナ
頭
声
を
－

非
好
手
冨
｛
　
）

彼
の
文
学
の
ど
こ
に
も
移
植
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
・
．

る
。
由
来
北
海
道
は
バ
イ
オ
ユ
ヤ
の
開
拓
に
よ
っ
て
今
日
を
な
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
開
拓
者
精
神
の
誇
り
は
い
ま
も
な
お
頭
上
に
輝
い

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
英
に
北
海
道
的
な
文
学
を
創
造
す
る
に
は
、
こ
の
開
拓
魂
に
ふ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
自
然
の
猛
威
と
た
た
か
い
な
が

ら
新
天
警
切
晶
い
た
・
開
拓
吾
の
意
菅
息
警
行
警
描
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
私
は
、
本
庄
齢
か
の
大
作
「
石
狩

川
」
を
某
に
北
海
道
的
な
作
品
と
考
え
る
。

若
草
乙
揉
（
櫛
比
有
川
東
本
繕
　
）



（
官
押
え
）

青
酸
比
k
　
（
相
克
誓
†
）

⑦

東
北
に
す
す
む
に
つ
れ
て
だ
ん
だ
ん
と
暗
く
を
っ
て
い
く
よ
う
な
気
拝
が

す
る
の
に
、
い
っ
た
ん
津
軽
海
峡
を
と
び
こ
え
る
と
・
た
ち
ま
ち
夜
が
明
け

た
よ
う
を
感
じ
で
あ
る
。
書
指
に
お
い
て
、
風
俗
に
お
い
て
・
電
灯
、
電
話

等
の
物
質
的
進
歩
に
お
い
て
、
か
え
っ
て
東
京
の
ほ
う
が
、
恥
ず
か
し
く
思

ゎ
れ
る
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
（
北
遊
饅
錨
）

◎こ
の
街
は
東
京
以
北
で
一
番
近
代
的
で
、
妄
明
る
い
。
函
館
の
街
を
見
る

と
、
東
北
地
方
の
暗
い
か
げ
か
ら
抜
け
て
は
っ
と
す
る
・
と
い
う
の
は
多
く

の
凍
人
の
感
想
で
あ
る
。
し
か
し
私
は
・
そ
こ
に
対
比
的
旨
本
の
伝
統
に

強
く
附
き
ま
と
わ
れ
る
東
北
の
根
強
さ
を
見
る
。
ま
た
私
た
ち
北
海
道
を
知

っ
て
い
る
人
間
に
と
っ
て
は
・
函
館
は
単
を
晶
る
い
海
港
で
は
せ
い
。
（
略
）

北
海
道
に
あ
る
北
海
道
的
な
伝
統
を
も
っ
と
も
よ
く
集
め
て
い
る
の
は
、
度

度
の
大
火
に
焼
か
れ
た
に
も
か
か
は
ら
ず
・
こ
の
街
で
あ
る
。
（
夏
の
北
海
道
）

行
経
緯
正

孝
弁
坤
一
昨
・

◎
　
私
の
京
の
す
ぐ
腎
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
神
父
の
ゐ
る
7
7
カ
ソ

リ
ッ
ク
教
会
堂
で
あ
る
。
そ
の
関
り
は
、
ロ
シ
ア
系
の
ハ
リ
ス
ト
ス
正

教
会
で
あ
る
．
こ
の
二
つ
の
余
生
は
、
夫
々
高
さ
五
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
塔
を
も
っ
て
ゐ
る
の
で
、
船
で
港
へ
入
る
と
す
ぐ
目
に
つ
く
．
ハ
リ

ス
ト
ス
正
教
会
の
前
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
系
の
聖
公
会
が
あ
り
、
や
ゝ
坂

を
下
っ
た
と
こ
ろ
に
は
ア
メ
リ
カ
系
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
が
あ
る
．
私

の
京
は
浄
土
其
宗
だ
が
、
事
推
称
た
る
東
本
瞑
寺
は
、
坂
道
を
へ
だ
て

て
わ
が
某
の
門
前
に
あ
る
。
ま
た
同
じ
町
内
の
小
高
い
と
こ
ろ
に
は
、

こ
の
港
町
の
守
度
神
で
あ
る
船
魂
神
社
が
点
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
一
直
線

に
下
っ
た
と
こ
ろ
に
は
、
中
国
鶴
弥
館
が
あ
っ
て
、
こ
ゝ
は
道
教
の
崩

宝
を
兼
ね
て
ゐ
た
．
要
す
る
に
世
界
中
の
宗
教
が
私
の
家
を
中
心
に
集

っ
て
ゐ
た
や
う
な
も
の
で
、
私
は
幼
少
年
時
代
を
、
こ
れ
ら
教
会
や
寺

院
を
遊
び
場
と
し
て
過
し
た
の
で
あ
る
．
幼
い
私
は
宗
を
的
コ
ス
モ
ポ

リ
メ
ソ
で
あ
っ
た
。
　
（
考
曽
木
ぬ
■
好
小
玖
♂

た
を
〈
と
淡
た
だ
よ
へ
る
只
中
に
埴
れ
し
沼
の
子

名
は
拇
大
仰

言
を
付
せ
久
）

竺
い
－
絹
絹
錯
縞
目
絹
昌
…
…
最
…
絹
紺
机

は
な
い
。
（
略
）
古
い
開
港
場
だ
っ
た
の
で
、
早
く
か
ら
洋
風
の
し
き
た
り
が

存
在
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
的
社
交
と
、
ユ
ダ
ヤ
的
貪
欲
と
ア
メ
リ
カ
的
ダ
ン

デ
ィ
ズ
ム
と
が
こ
の
町
の
性
格
を
形
づ
く
っ
た
。
こ
の
衝
は
一
種
の
植
民
地

で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
も
頑
が
模
倣
で
あ
り
・
あ
ら
ゆ
る
地
方
人
の
寄
合
世
帯

と
を
っ
た
。
（
略
）
そ
れ
で
も
過
去
に
お
い
て
こ
の
町
は
二
人
の
著
名
な
作
家

を
世
に
送
り
出
し
た
。
ひ
と
り
は
石
川
啄
木
・
牧
逸
馬
で
あ
る
。
尤
も
啄

木
に
と
っ
て
こ
の
街
は
琴
一
の
故
郷
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
・
析
明
地
の
も
つ

野
性
と
佗
し
さ
と
を
最
も
美
し
く
表
現
し
た
の
は
彼
の
詩
歌
で
あ
っ
た
。

（
ノ
ー
ト
。
僕
の
街
の
性
格
へ
啄
木
的
な
も
の
、
牧
逸
馬
的
を
も
の
）
）

へ
好
触
り
ん
†
レ

◎
叫

私
は
長
崎
生
れ
だ
が
・
古
い
開
港
場
と
し
て
こ
の

二
つ
の
町
に
は
当
然
似
た
も
め
が
あ
る
。
然
し
地
理

的
・
歴
史
的
粂
件
の
適
ひ
は
、
或
ひ
は
む
し
ろ
反
対

の
印
魚
を
与
へ
る
と
も
い
へ
よ
う
。
長
崎
は
古
く

甲
オ
ラ
ン
ダ
の
文
化
の
匂
ひ
が
し
み
込
ん
で
を

り
、
函
館
の
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
は
も
つ
と
明
る
く
開

化
的
で
、
大
陸
的
処
女
地
の
「
自
由
」
が
行
亙
っ
て

智
を
蒜
〕
阜
蒼
を
再
考

＠
㌢
抒
山
壷
：
呈
・
三
・
葺

晶
量
が
・
冨
牽
室
長
亘
簸
宣

匹
根
．
人
そ
し
て
百
乙
慰
ム
亡
か
．
－
′

有

子

主

誓

命

令

長

さ

こ

（
安
東
、
。
㌘
手
品
）

⑦
　
「
函
館
は
海
に
囲
ま
れ
た
衛
で
－
海
太
郎
が
育
っ
た
元
町
あ
た
り
は
坂
の
街

で
も
あ
っ
た
。
（
略
）
記
健
の
ど
こ
か
に
、
坂
と
海
が
結
び
つ
い
た
別
の
都
合
が

あ
っ
た
。
（
略
）
一
瞬
東
南
ア
ジ
ア
の
か
つ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
植
民
地
港
町
を
思

い
出
し
た
。
（
略
）
結
局
ど
こ
に
も
似
て
い
な
い
。
」
（
練
る
地
平
線
）
・

恩
を
日
野
坪
．

九
州
と
本
州
を
陸
続
き
に
し
た
よ
う
に
北
海
道
と
本
州
を
陸
続
き
に
す
る

海
底
ト
ソ
ネ
ル
は
必
要
で
も
あ
れ
ば
、
可
億
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
必
ず
や
近

い
将
来
に
開
通
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時
、
追
給
船
は
無
用
と
な
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
函
館
か
ら
ま
た
客
足
は
進
の
く
だ
ろ
う
。
連
絡
船
が
遊
覧
船
と
な
り
、

函
館
は
ま
す
ま
す
観
光
宜
伝
に
の
り
だ
ナ
だ
ろ
う
。
一
方
、
函
館
は
北
泥
道

に
お
け
る
古
典
的
な
都
市
と
し
て
、
学
校
町
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
、
私

の
中
学
の
先
輩
、
也
井
勝
一
郎
氏
が
ど
こ
か
に
彷
い
て
い
た
。

こ
の
あ
い
だ
、
友
人
と
酒
を
の
ん
で
い
た
時
、
そ
の
友
人
は
急
に
思
い
だ

し
て
、
「
ふ
る
さ
と
は
速
き
に
あ
り
て
思
う
も
の
」
と
口
ず
さ
ん
だ
。
そ
こ

で
私
は
即
興
詩
（
？
）
を
つ
く
っ
た
。

ふ
る
さ
と
な
ん
か
あ
り
や
し
な
い

あ
る
の
は
わ
れ
ら
の
現
住
所

す
る
と
、
友
人
は
「
そ
う
か
も
し
れ
な
い
ね
」
と
言
っ
て
笑
っ
た
。

⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
三
組
こ

函
館
へ
旅
行
し
た
友
人
た
ち
は
必
ず
函
館
山
の
上
か
ら
な
が
め
た
夜
景
は

す
は
ら
し
い
と
言
う
。
私
は
中
学
生
の
時
地
理
の
先
生
か
ら
函
館
山
が
大
昔

は
海
上
の
島
で
、
そ
れ
が
打
ち
寄
せ
る
波
に
よ
っ
て
だ
ん
だ
ん
と
砂
の
沖
積

が
で
き
て
本
土
と
島
を
結
ぶ
地
峡
と
な
り
、
こ
う
し
て
函
館
と
い
う
町
の
土

台
が
作
ら
れ
た
の
だ
と
教
わ
っ
た
。
函
館
に
生
ま
れ
育
っ
た
人
は
慣
れ
っ
こ

に
な
っ
て
い
て
、
な
ん
と
も
思
わ
な
い
だ
ろ
う
が
、
こ
ん
ど
初
め
て
函
館
を

訪
れ
る
苦
い
二
人
の
友
と
い
っ
し
ょ
に
行
っ
た
ら
、
彼
ら
は
「
お
も
し
ろ
い

⑳

．
（
ネ
ス
コ
き
て
轄
紳
連
）

こ
の
ス
コ
ッ
ト
の
友
人
に
ジ
ョ
ソ
・
ウ
ィ
ル
が
い
た
。
ジ
ョ
ソ
・
ウ
ィ
ル

は
晩
年
、
函
館
た
住
瓦
、
そ
の
船
長
と
し
て
の
回
想
を
癒
き
の
こ
し
て
い
る
。

箱
館
戦
争
も
目
撃
し
て
い
て
、
幕
末
か
ら
明
準
二
十
二
年
ま
で
の
函
館
を
中

心
と
し
た
航
海
者
の
記
録
と
し
て
賀
正
な
史
料
で
あ
る
。
ま
た
早
く
も
こ
の

回
想
記
を
日
本
語
に
訳
し
た
、
ウ
ィ
ル
の
年
少
の
去
、
坂
井
長
二
郎
が
い
た
。

ゥ
ィ
ル
の
生
せ
と
、
そ
し
て
坂
井
長
二
郎
の
生
涯
を
、
も
っ
と
よ
く
私
は
知

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
「
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思
う
も
の
」
と
室

生
犀
星
は
歌
っ
た
が
、
今
の
私
に
は
「
ふ
る
さ
と
は
接
近
し
て
よ
く
見
る
べ

き
も
の
」
で
あ
る
。

地
形
だ
な
あ
」
と
言
っ
て
い
た
。

（
玖
叩
負
解
）

か伊
今
ま
1
盲
恵
鳥
山
句
壕
に
喜
票
夏
季
号
等
き
た

雪
て
笠
護
主
葛
神
町
は
圧
電
阜
蔓
に
号
、
せ
い
各
々

耳
ほ
に
野
恵
先
見
空
し
の
吾
も
金
言
去
窺
ご
り
扇
丁

と
若
布
省
け
l

二
女
叩
い
て
㌢
●
「
う
・
橋
か
七
が
千
の
何
輪
と
綾
の

三
・
㌻
え
い
－
1
■
よ
ー
つ
で
く
綾
も
小
．
ぞ
が
で
雄
，
綿
叙
げ
銘
だ
甘
く
王
で

九
泉
あ
げ
了
で
「
に
左
っ
仁
の
や
す
．
／
舛
声
連
■
方
咋
Y
誓
わ
「
ノ

奇
印
り
・
牢
と
き
き
官
車
壬
見
て
了
だ
叶
で
㌔
警
長
泉
解
亡

か
J
・
竃
纏
を
そ
二
夜
空
亙
－
た
い
魚
T
g
r
．
－

瀬
上
歌
碑
ハ
群
像
一
矢
で
ユ

？
ポ
輝
－
t
些
宛
）

で
も
、
そ
れ
だ
け
が
私
が
函
館
を
好
き
な
理
由
で
は
な
い
。
石
川
啄
木
が
四
か
月
し
か
滞
在
し
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
町
を
愛
し
た
の
に
は
理
屈
以
外
の
何
か
が
必
ず
あ
る
は
ず
だ
。
久
生
十
蘭
が

決
し
て
自
分
の
作
品
に
函
館
を
措
か
な
か
っ
た
の
に
も
、
逆
説
的
な
同
じ
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
気
が

し
て
な
ら
な
い
。
こ
の
函
館
に
は
、
厳
し
い
美
し
き
の
中
に
、
人
々
の
根
源
的
な
霊
的
記
憶
を
呼
び
覚
ま

す
信
号
の
よ
う
な
も
の
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
気
が
し
で
な
ら
な
い
の
だ
。

量
ド
或
▼
ゑ
死
相
指
し



へ
留
粁
j
J

∧
ル
ベ
～
ト
、
雷
雲
ウ
1
神
君
蔓
字
音
㌘
易
し
・
♪
メ

㌫
農
管
長
）

♪

函
館
は
高
い
岬
の
西
部
地
区
の
斜
面
、
い
や
む
し
ろ
底
辺
に
位
置
し
て
い
て
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
の
地
形
と
大
変
似
て
い

る
。
そ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
領
か
ら
要
塞
を
切
品
し
て
い
る
、
中
立
の
領
地
の
よ
う
な
低
い
地
峡
に
よ
っ
て
、
広
々
と
し
た
海

岸
線
に
つ
な
が
っ
て
い
る
言
の
後
方
に
た
た
ず
む
村
と
前
方
に
広
が
る
票
他
の
特
異
な
形
状
に
よ
っ
て
、
人
は
常
に
あ

の
有
名
な
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
の
要
塞
と
そ
の
近
隣
を
思
い
出
す
。

（
〃
り
ー
慮
呼
）

乗
西
半
球
を
く
ま
な
く
旅
行
し
た
者
な
ら
誰
で
も
し
ば
し
ば
そ
の
驚
く
べ
き
相
似
点
に
胸
を
打
た
れ
る
。
全
く
別
の
国
の

峡
谷
や
刷
の
相
似
点
ば
か
り
で
な
く
、
地
球
の
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
地
域
に
お
け
る
相
似
点
な
ど
は
多
様
性
の
中
の
人
間
の
共

通
性
と
同
じ
で
、
そ
れ
は
こ
の
地
球
の
自
然
の
成
り
立
ち
の
中
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
畜
右
蛇
■
ゥ
ダ
7
メ
ー
ド
・
冨
つ
ヤ
イ
）

実
際
は
ほ
と
ん
ど
類
似
昏
な
い
。
は
る
か
に
ず
う
っ
と
似
て
い
る
も
の
と
し
て
、
ナ
ポ
リ
湾
と
ベ
ス
ビ
オ
山
の
関
係
の

方
が
似
て
い
る
。
も
し
も
ベ
ス
ビ
オ
山
の
噴
火
口
を
山
頂
の
高
さ
ま
で
押
し
上
げ
る
と
し
た
ら
で
あ
る
が
、
函
館
山
と
で
は

色
彩
が
ま
っ
た
く
違
う
。
片
や
火
山
灰
と
熔
岩
が
は
だ
け
て
見
え
る
の
に
、
片
や
鮮
や
か
な
緑
の
森
と
き
て
い
る
。
そ
し

て
、
片
や
海
と
空
が
暖
か
い
イ
タ
リ
ア
ン
ブ
ル
ー
な
の
に
、
片
や
日
本
の
不
思
議
な
、
夢
の
よ
う
な
乳
白
色
の
光
と
き
て

（
ア
ン
′
・
C
・
ハ
ー
プ
中
世
／
）
・

私
は
l
日
た
り
と
も
メ
イ
ン
州
イ
ー
ス
ト
ポ
ー
ト
の
こ
と
を
思
い
出
さ
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
こ
と
の
間

に
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
類
似
点
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
さ
わ
や
か
で
新
鮮
な
空
気
、
純
粋
で
冷
た
い
海
水
、
魚
の

臭
い
、
は
る
か
な
向
こ
う
の
島
が
人
に
カ
ン
ポ
ベ
ロ
島
を
思
い
出
さ
せ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
に
、
私
が
こ
こ
で
し
て
い
る
仕
事

は
波
漠
作
業
と
同
じ
で
、
故
郷
の
幻
想
を
意
識
に
さ
ら
す
役
目
を
す
る
。

（
f
F
7
巨
・
ざ
・
モ
ー
久
ノ

函
館
は
絵
の
よ
う
に
美
し
い
。

く
す
ん
だ
色
の
家
々
の
集
団
が
海
岸
沿
い
に
群
が
り
丘
の
中
腹
ま
で
達
し
、
数
軒
の
立
派
な
寺
院
の
荘
重
な
瓦
の
屋
根
が

見
え
る
。
函
館
山
は
寺
の
す
ぐ
背
後
に
森
林
が
突
き
出
し
て
そ
び
え
立
ち
、
港
に
覆
い
か
ぶ
き
っ
て
そ
れ
を
守
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

誉

羞

妄

言

i

さ

…

菅

、
7
享
r
r
鬼
を
度
も
言
．
管
等

吾
が
義
晶
エ
2
・
言
に
峯

三
7
く
・
㌢
・
・
易
く
も
房
て
り
き

（
ハ
エ
レ
t
P
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ぞ
貫
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ト
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車
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1854年（安政　元）

1856年（安政　3）
1857年（安政　4）

1858年（安政　5）
1859年（安政　6）

荊
荊

延
久

彷
牧

年
年

0
　
1

6
　
6

8
　
8

1

　

1

★HAKODAD　トハイカラ志向－

1864年（元治　元）
1866年（慶応　2）
1868年（明治　元）
1865年（明治　2）
1872年（明治　5）
1873年（明治　6）
1878年（明治11）
1879年（明治12）
1882年（明治15）
1883年（明治16）
1888年（明治21）
1896年（明治29）

1897年（明治30）
1898年（明治31）
1900年（明治33）
1907年（明治40）
1909年（明治42）

アメリカ・ペリー艦隊、北海道に銀板写真をもたらす。
横山松三郎・ロシア画家レーマンより洋画を学ぶ。
北海道最初の学問所「話術調所」を開設。
続豊治、日本最初の洋式帆船「箱館丸」を建造。
アメリカ貿易事務官ライス、籍館に着任。
初代ロシア背事ゴスケヴイッチ、箱館に着任。
重三郎、・大町に西洋料理店を開く。

初代イギリス帝事ホジソン、箱館に着任。
医学所（病院）を設置。
英語稽古所を開設。

ブラキストン、鳥類を採集し、標本を作庇
日本最初の洋式城郭「五稜郭」完成。
木津幸吉、船見町に写真場を開業。
田本研遺し元町に写真場を開業。
渡辺熊四郎、大町に洋品小間物店を開業。
福士成豊、日本最初の気候測量所を設置。
内澗町に魁文舎書店を開業、新聞縦覧所を設乱
北海道最初の新聞「函館新聞」を創刊。
函館公園内に開拓使函館支庁仮博物場を開場。
石黒源吾、末広町でビールを製造・販売。
函館市中に乗合馬車開業。
北海道最初の上水道工事竣工。

函館共同競馬会、枯野に競馬場を開く。
函館電燈所開業。

北海道最初の馬車鉄道開通。

金沢正次、谷地頭で函館ビールを製造・販売。
函館市内、電話開通。

太洋倶楽部」創設。
「錦輝館」開館。

ノンプロ野球「

北海道最初の映

．田をわ1〉着曳㌦巨7－、丁カツへ′し．欄眩（仰木匝胡

・拳か雀量恥逓ヰい根絶一・r鳥・四九J　74一′レ左を．てコテ1ス7
（′∫‘／・払え－「4叔㌔上料へ（／PJl．呈ええ）

．　存領外い如しが†ヒ臥上せ佐＿


